
■千葉県全体における対応の基本方針について

検討経緯

※ ｢首都圏渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

今後の対応方針

１．千葉県の概況

２．対策の方向性

３．千葉県全体の交通ネットワークイメージ
概 要

千葉県

の状況

• 東京都心と隣接する関東平野の東側に位置し、千葉県全域に占める可住地面積が６８．５％と大きく、古くからベッドタウンとして宅地開発が進ん
でおり、約７８万人が千葉県から東京へ通勤・通学しています。

• 東葛地域には、中核市を含む主要都市が連担しており、千葉県人口の４割が集中しています。各主要都市間を結ぶ幹線道路が少なく南北方向
、東西方向とも国道に交通が集中しており、特に都内寄りでは車線数の少ない道路に都市内交通と通過交通が集中しています。

• 東京湾に面する湾岸地域は千葉県人口の約２割が集中している千葉市を始め主要都市が存在しており、大規模な商業施設やレジャー施設及び
京葉工業地域が形成されており、千葉県の経済・産業活動の中心となっています。

• 約３，３００万人／年の空港利用客がある成田国際空港を抱える成田地域では、大型商業施設への利用交通により交通が集中しています。
• また、千葉県南部では約２，８００万人／年が観光に訪れており、休日や観光シーズンには交通が集中しています。

道路

交通

状況

• 県内の主要都市周辺及び観光地での渋滞が多く、湾岸地域では集客力の大きい大規模商業施設や大規模工場が多く立地しており、主要な幹
線道路が市街地部を通過しているため、湾岸地域を発終点とした交通と通過交通が国道14号、国道357号等の主要な幹線道路に集中し、慢性
的な渋滞が発生しています。

• 東葛地域では国道６号と国道１６号において、都市内交通と通過交通が幹線道路に集中するため渋滞が発生しています。また、主に都内寄りで
は車線数が少ない道路が多く、南北方向の交通容量不足による渋滞が発生しています。

• 成田周辺地域では、物流交通や商業施設の利用交通が集中し、国際空港周辺の道路において渋滞が発生しています。
• 千葉県南部では、休日や観光シーズンの館山方面の観光交通により、観光地周辺及び幹線道路において渋滞が発生しています。

概 要

総合
対策等

• 千葉県においては、市街地に集中する交通による渋滞、空港の物流交通や大型商業施設の利用交通による渋滞、休日等における観光交通に
よる渋滞について、それぞれの渋滞要因に即した対策を総合的に講じていきます。

道路

整備等

①市街地に集中する交通による渋滞の対策について
• 都市内交通と主要都市間の交通の分離
道路ネットワークの整備により、都市部を通過する交通を転換させ、流入交通の分散を図ります。
→道路ネットワークの整備（首都圏中央連絡自動車道、外かく環状道路、北千葉道路）
• 都市間を結ぶ道路の渋滞対策
道路ネットワークの整備と並行して、交通容量不足による渋滞について、交通容量の拡大や交差点の円滑化を図ります。
→拡幅による車線増、交差点改良等（東京湾岸道路（千葉県区間）、湾岸千葉地区改良等）
②空港周辺における物流交通利用者や大型商業施設の利用交通による渋滞の対策について
• 空港周辺道路の渋滞対策
東葛地域及び茨城県境、山武地域から空港へのアクセス道路や空港周辺の主要交差点における交通の集中による渋滞について、交通容量の
拡大を図ります。
→交通容量の拡大（北千葉道路等）
→空港周辺の主要交差点における交通容量の拡大（成田拡幅等）
③休日等における観光交通による渋滞の対策について
• 観光地周辺における渋滞対策
休日や観光シーズンにおける交通集中による幹線道路の渋滞について、交通容量の拡大を図ります。
→拡幅による車線増（館山自動車道等）

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、川崎市、千葉市、

さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社
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各主要渋滞箇所の渋滞対策にあたっては、首都圏３環状道路等の整備や環状道路の利用促進等によるネットワークの有効活用に取り組みつつ、道路構造上の問題に起因する渋滞ボトルネック箇所の対策や一般道における交差点円滑化、交通容量の拡大等につ
いて各道路管理者や警察が連携し道路利用者の協力を得つつ、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら、検討箇所の抽出、渋滞要因の分析、対策の立案・実施を行っていきます。

→市街地に集中する交通による渋滞に対する道路ネットワークの整備や交通容量の拡大などの対策、空港や観光地周辺の渋滞に対する交通容量の拡大等の対策を実施します。

• 高速道路及び一般道の主要渋滞箇所が集中している千葉県湾岸地域においては、ＷＧ（ワーキンググループ）を設置して対策等を検討し、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の中で議論していきます。

• 今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行っていきます。（PDCAサイクル）

• 首都圏における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道路利用者の皆様が
実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応の基本方針を「協議会」において検討し、決定しました。

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

対応の基本方針の公表

H25.6 第４回協議会
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■千葉県全体における対応の基本方針について ～現在の対策等の例～



■千葉県東葛地域における対応の基本方針について

２．対策の方向性

概 要

千葉県

東葛地域

の状況

•千葉県東葛地域は、中核市である柏市や松戸市など千葉県の人口の約４割が集中している地域であり、市街地
を主な幹線道路が通過しています。

•東京都心から放射方向の主要幹線道路として常磐自動車道と国道６号、南北の主要幹線道路として国道１６号
がありますが、その他の主要地方道などは2車線程度の車線数の少ない道路で交通ネットワークが構成されてい
ます。

•柏市内では、国道６号や国道１６号周辺に大規模商業施設や工業団地が立地しています。

道路交通

状況

•人口が集中している市街地を幹線道路が通過しているため、主要都市間の交通の他、都市内交通も多く、交通
が集中し、単路部や交差点での交通容量不足による速度低下や渋滞が初富交差点等で発生しています。

• また、鎌ヶ谷エリアでは踏切による渋滞も発生しています。
•車線数の少ない道路が多く、特に都内寄りでは都市内交通と通過交通が数少ない南北方向を結ぶ幹線道路に
集中し、交通容量不足により高塚十字路交差点や馬込十字路交差点等で渋滞が発生しています。

•国道６号と国道１６号の主要幹線道路が市街地にて交差しており、呼塚交差点などで交通集中による渋滞が発
生しています。

概 要

道路整備等

① 市街地を通過する主要幹線道路の渋滞対策
都市間交通と都市内交通が集中し、交通需要に対して交通容量が不足していることによる渋滞については、道路
ネットワークの整備による交通の転換・分散を図ります。
→道路ネットワークの整備（外かく環状道路、北千葉道路）
② 踏切における渋滞対策
鉄道の立体化による交通の円滑化を図ります。
→鉄道の立体化（新京成線）
③ 南北方向を結ぶ車線数が少ない幹線道路の渋滞対策
車線数が少ない道路へ交通が集中していることによる渋滞に対しては、並行する幹線道路の整備による交通容量
の拡大や交差点改良による交差点の円滑化を図ります。
→交通容量の拡大 （国道２９８号）
→右折レーンの設置、交差点改良等（馬込十字路交差点等）

１．千葉県東葛地域の概況 ３．千葉県東葛地域の主要渋滞箇所と現在の対策等

検討経緯

※ ｢首都圏渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、

川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社

• 首都圏における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道
路利用者の皆様が実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応の基本方針を「協議会」において検討し、決定しました。

各主要渋滞箇所の渋滞対策にあったては、首都圏３環状道路等の整備や環状道路の利用促進等によるネットワークの有効活用に取り組みつつ、一般道における交差点円滑化、交通容量の拡大等について各道路管理者や警察が連携し
道路利用者の協力を得つつ、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら、検討箇所の抽出、渋滞要因の分析、対策の立案・実施を行っていきます。

→道路ネットワークの整備による交通の転換・分散や鉄道の立体化、南北方向の幹線道路の交通容量の拡大・交差点の改良等を実施するとともに、南北方向の新たな道路ネットワークの整備について検討して参ります。

• 今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行っていきます。（PDCAサイクル）
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Check

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

対応の基本方針の公表

H25.6 第４回協議会

今後の対応方針



■千葉県湾岸地域における対応の基本方針について

３．千葉県湾岸地域の主要渋滞箇所と現在の対策等

２．対策の方向性

概 要

千葉県

湾岸地域

の状況

•千葉県湾岸地域は､千葉県人口の約２割が集中している県都千葉市を始め主要都市が連なり、都市機能が集
積している地域であり、埋め立て地を中心に京葉工業地域を形成しています。

• また、沿岸部には県内で最も観光客数の多い大規模レジャー施設や集客力の大きい大規模商業施設、物流施
設が多く立地するなど、土地利用が変化してきています。

道路交通

状況

•京葉工業地域と東京都内や県内主要都市間を結ぶ交通需要が多く、国道１４号、京葉道路、国道３５７号、東
関東自動車道といった道路交通ネットワークが臨海部に集中しています。

•主要都市間の交通の他、都市内交通も多く、人口や大規模商業施設や物流施設が集中している市街地を中心
に交通が集中し、国道１４号市川広小路交差点や国道３５７号若松交差点、登戸交差点等の単路部や交差点
での交通容量不足による速度低下や渋滞が発生しています。

•市街地を通過し主要都市間を繋いでいる車線数の少ない道路においては、右左折車両による速度低下や渋滞
が実籾交差点等で発生しています。

•京葉道路では主要都市間の交通が多く、休日や通勤時間帯に交通が集中し、分合流部における速度低下に起
因する渋滞が発生しています。

概 要

道路整備等

① 市街地における交通需要に対して交通容量が不足していることによる渋滞対策
交通容量不足による渋滞については、拡幅による車線の増加や交差点改良等による交通の円滑化及び高速道路
の利便性向上による通過交通の高速道路への転換を図ります。
→拡幅による車線増、交差点改良等（国道１４号拡幅、東京湾岸道路（千葉県区間）、湾岸千葉地区改良等）
→高速道路への転換（谷津船橋IC）
② 車線数の少ない道路の渋滞対策
車線数が少ない道路における主要渋滞箇所に対しては右左折車線の設置等交差点改良による交差点の円滑化を
図ります。
→右左折レーンの設置等（実籾交差点等）
③ 高速道路の渋滞対策
休日や通勤時間帯の交通集中部のボトルネック部において、交通容量の確保を図る対策の検討・実施を行います。
→京葉道路（花輪IC付近～幕張IC付近、穴川IC付近～貝塚IC付近）

１．千葉県湾岸地域の概況

検討経緯

※ ｢首都圏渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、

川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社

各主要渋滞箇所の渋滞対策にあたっては、首都圏３環状道路等の整備や環状道路の利用促進等によるネットワークの有効活用に取り組みつつ、道路構造上の問題に起因する渋滞ボトルネック箇所の対策や一般道における交差点円滑
化、交通容量の拡大等について各道路管理者や警察が連携し道路利用者の協力を得つつ、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら、検討箇所の抽出、渋滞要因の分析、対策の立案・実施を行っていきます。

→市街地での交通容量の不足による渋滞について拡幅による車線増や交差点改良等の交通容量の拡大や高速道路の利便性向上による交通転換を図ります。

• 高速道路及び一般道の主要渋滞箇所が集中している千葉県湾岸地域においては、ＷＧ（ワーキンググループ）を設置して対策等を検討し、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の中で議論していきます。
• 今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行っていきます。（PDCAサイクル）

• 首都圏における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道
路利用者の皆様が実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応の基本方針を「協議会」において検討し、決定しました。
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Check

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

対応の基本方針の公表

H25.6 第４回協議会

今後の対応方針



■千葉県成田周辺地域における対応の基本方針について

３．千葉県成田周辺地域の主要渋滞箇所と現在の対策等

２．対策の方向性

概 要

千葉県

成田周辺地域

の状況

•約３，３００万人／年の空港利用者が訪れ、約２００万ｔ／年の物流を取扱っている成田国際空港があり、近年は
大規模商業施設が空港周辺の成田市内に出店しています。

• また、平成25年4月には、酒々井ＩＣ付近に大型商業施設が出店しています。
•京葉・鹿島両工業地域を結ぶ路線として東関東自動車道及び国道５１号が市街地中心部を通過しています。

道路交通

状況

•主要な幹線道路が市街地を通過しており、成田国際空港の物流交通や大型商業施設の利用交通が集中するこ
とにより、通勤時間帯や休日に寺台交差点や土屋交差点、富里IC交差点等で渋滞が発生しています。

•東葛地域から成田空港に至る幹線道路周辺及び茨城県境や山武地域から成田空港に至る幹線道路では、主
要交差点において交通集中による速度低下や渋滞が発生しています。

概 要

道路整備等

①市街地での交通容量不足に対する渋滞対策
市街地における物流交通や大型商業施設の利用交通による渋滞については、拡幅による車線増による交通容量
の拡大を図ります。
→拡幅による車線増（成田拡幅、国道４０９号富里拡幅等）
②空港へのアクセス道路の渋滞対策
東葛地域及び茨城県境や山武地域から空港に至る幹線道路や空港周辺の主要交差点における交通の集中によ
る渋滞について、交通容量の拡大を図ります。
→交通容量の拡大（北千葉道路、圏央道、八街バイパス等）
→空港周辺の主要交差点における交通容量の拡大（成田拡幅等）

１．千葉県成田周辺地域の概況

検討経緯

※ ｢首都圏渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、

川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社

各主要渋滞箇所の渋滞対策にあたっては、首都圏３環状道路等の整備や環状道路の利用促進等によるネットワークの有効活用に取り組みつつ、一般道における交差点円滑化、交通容量の拡大等について各道路管
理者や警察が連携し道路利用者の協力を得つつ、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら、検討箇所の抽出、渋滞要因の分析、対策の立案・実施を行っていきます。
→市街地での交通容量不足に対する渋滞に対する拡幅による車線増による交通容量の拡大や空港へのアクセス道路における交通容量の拡大を実施します。

• 今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行っていきます。
（PDCAサイクル）

• 首都圏における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道
路利用者の皆様が実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応の基本方針を「協議会」において検討し、決定しました。
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Check

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

対応の基本方針の公表

H25.6 第４回協議会

今後の対応方針



■千葉県南部地域における対応の基本方針について

３．千葉県南部地域の主要渋滞箇所と現在の対策等

２．対策の方向性

概 要

千葉県

南部地域

の状況

•千葉県南部地域は､南北軸として館山自動車道・富津館山道路と国道１２７号により交通ネットワークが構成され
ています。

•南房総地域は、年間を通じて温暖であり、約１，０００万人／年の観光客が訪れています。特に菜の花の開花する
春先や、夏の海水浴シーズンには多数の観光客が訪れています。

道路交通

状況
•南房総地域には観光施設が多く立地しており、休日や観光シーズンには、観光地への経路にあたる館山自動車
道の速度低下や観光地周辺の那古交差点等において交通集中による渋滞が発生しています。

概 要

道路整備等

• 休日等における観光交通による渋滞の対策について
観光地への経路にあたる幹線道路における交通集中による渋滞について、交通容量の拡大や交差点改良により
交通の円滑化を図ります。
→拡幅による車線増（館山自動車道等）
→交差点改良（那古交差点等）

１．千葉県南部地域の概況

検討経緯

※ ｢首都圏渋滞ボトルネック対策協議会｣の構成員

国土交通省関東地方整備局、関東運輸局、警視庁、埼玉県警本部、千葉県警察本部、神奈川県警察本部、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、横浜市、

川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社

• 首都圏における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「首都圏渋滞ボトルネック対策協議会」※（以下「協議会」）において、道
路利用者の皆様が実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応の基本方針を「協議会」において検討し、決定しました。

Action

Plan

Do

Check

• 各主要渋滞箇所の渋滞対策にあたっては、道路構造上の問題に起因する渋滞ボトルネック箇所の対策や一般道における交差点円滑化、交通容量の拡大等について各道路管理者や警察が連携し道路利用者の
協力を得つつ、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら、検討箇所の抽出、渋滞要因の分析、対策の立案・実施を行っていきます。

→休日や観光シーズンにおける観光地への経路における渋滞について、拡幅による車線増による交通容量の拡大や交差点改良等を実施します。

• 今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、千葉県移動性向上プロジェクト委員会の意見をいただきながら主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行っていきます。
（PDCAサイクル）

H24.6  第１回協議会

H24.7  第２回協議会

H24.12 第３回協議会

主要渋滞箇所の特定

対応の基本方針の公表

H25.6 第４回協議会

今後の対応方針




